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2020 年８月 12 日 

各 位 

会社名 バルテス株式会社 

代表者名 代表取締役社長 田中 真史 

 （コード番号：4442 東証マザーズ） 

問合せ先 取締役 西村 祐一 

 （TEL．06-6534-6561） 

 

業績予想に関するお知らせ 

 

 2020 年５月 15 日に公表いたしました「2020 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」において、未定とし

ておりました 2021 年３月期（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日）の業績予想につきまして、以下のとおり

決定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 2021 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値（2020 年４月１日～2020 年９月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） － － － － － 

今回修正予想（Ｂ） 2,376 43 45 28 4.05 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － － 

増減率（％） － － － － － 

(ご参考)前第２四半期実績 

(2020 年３月期) 
2,290 92 90 61 9.33 

 

 

２. 2021 年３月期通期連結業績予想数値（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） － － － －  

今回修正予想（Ｂ） 5,632 428 432 287 41.58 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － － 

増減率（％） － － － － － 

(ご参考)前期実績 

(2020 年３月期) 
4,875 321 323 224 33.25 
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３. 2021 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値（2020 年４月１日～2020 年９月 30 日） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） － － － － 

今回修正予想（Ｂ） 2,183 40 27 3.99 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － 

増減率（％） － － － － 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2020 年３月期) 
2,093 73 45 6.83 

 

 

４. 2021 年 3 月期通期個別業績予想数値（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） － － － － 

今回修正予想（Ｂ） 5,062 344 238 34.45 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － － 

増減率（％） － － － － 

(ご参考)前期実績 

(2020 年３月期) 
4,435 256 178 26.42 

 

 

５. 業績予想の理由 

 2021 年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症が事業活動及び経営成績に

与える影響が不透明であり、合理的に算定することが困難であることから未定としておりましたが、緊急

事態宣言解除後、経済活動が徐々に再開し始めていることから、業績予想を公表いたします。 

 第２四半期累計期間につきましては、緊急事態宣言発令の影響により４月、５月の商談数が減少（前年

同月比マイナス 31.5％）したことや、顧客企業の開発遅延などにより、受注は低調に推移すると見込んで

おります。 

第３四半期以降につきましては、経済活動が徐々に回復し、第１四半期に開発遅延となっていた案件の

稼働、デジタルトランスフォーメーション（DX）に関連する IT 投資などが進み、ソフトウェアテストサ

ービス事業の受注が増加していくことを見込んでおります。商談数に関しては第１四半期期間中に営業体

制の整備を図り、６月以降は回復（前年同月比プラス 23.0％）しております。 

セグメント別では、ソフトウェアテストサービス事業においてテレワークの進展により Web セミナー等

の受注が増加しており、EC 通販・デジタルデバイスを活用したサービス提供企業からの新たなソフトウ

ェアテスト需要が増加傾向にあります。また、上期に採用した従業員が前期と同様に下期の業績に貢献す

る計画となっております。 
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Web／モバイルアプリ開発サービス事業では、セキュリティ・脆弱性診断サービスが堅調に推移してお

り、通期において業績に貢献する見込みであります。 

オフショアサービス事業は、フィリピンにおけるロックダウンが本日現在も続いており、第 1四半期に

おいては出社できる従業員が制限されるなどの影響が出ました。しかし第２四半期において在宅ワークの

環境が整ったことにより稼働が上がり、通期おいては業績が回復し、通期連結業績に与える影響は軽微に

なることを予想しております。 

 

 なお、新型コロナウイルス感染症の拡大、収束時期など、今後の経過によっては、当社グループの業績

に予期せぬ変動が生じる可能性があるため、今後の状況を注視するとともに、今期の連結業績予想に関し、

開示すべき重要な事象等が生じた場合には速やかに公表いたします。 

 

以 上 

 


